
　木蓮が〝十・八・
連〞の合字であるこ
とから、連隊花とし
て制定されました。
　第５代連隊長・高
木成助１等陸佐が考
案され、連隊隊舎東
側に植樹されている
木蓮は、毎年５月上
旬に鮮やかな薄桃色
の花をさかせ、連隊
に春の訪れを告げる
とともに、連隊を温
かく見守っています。

連隊花　木蓮

　令和６年、連隊創
立70 周年の節目に
おいて、あらためて
連隊独自のキャッチ
フレーズを募集し、
集まった16の候補の
中から所属全隊員で
投票を行い決定した
ものである。

連隊キャッチフレーズ

　平成15年10月に第
7代連隊最先任上級
曹長である髙橋准尉
によってデザイン、作
成されました。
シンボルマークには、
・精 強 性「白頭鷲」
・迅 速 性「稲妻」
・勝者の証「月桂樹」
の意味が込められて
います。

連隊シンボルマーク

連隊長統率方針
「率先陣頭」
連隊長要望事項

「国民の負託に応えよう」
「積極果敢に挑戦しよう」
「仲間・家族・健康を
　　　　大切にしよう」

株式会社
横山プリントサービス社
TEL．０１１-６６９-3915
FAX．０１１-６６９-3916

〈発行印刷会社〉

雷のエネルギーで空を飛ぶ白頭鷲。
みんなの元気と希望を守るために、

空の彼方からやってきたヒーローキャラ！

カンナキラ マグノリア

連隊イメージキャラクター連隊イメージキャラクター
誕生！！誕生！！

　

連
隊
は
、
６
月
１
日（
日
）第
11
旅
団
創
立
17
周
年
・
真
駒
内
駐

屯
地
開
庁
71
周
年
記
念
行
事
に
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
威
風
堂
々
と
し
た
姿
で
旗
本
連
隊
と
し
て
の
威
容
を

誇
示
し
た
。

　

本
行
事
は
約
１
万
人
が
来
場
さ
れ
る
中
、
多
く
の
来
賓
か
ら
激

励
を
受
け
、
連
隊
は
期
待
さ
れ
る
任
務
の
崇
高
さ
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
記
念
す
べ
き
結
節
に
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

　

引
き
続
き
、
旗
本
連
隊
と
し
て
役
割
を
認
識
し
、
任
務
遂
行
を

目
指
す
と
と
も
に
、
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
い
く
。

真駒内駐屯地開庁71周年記念行事真駒内駐屯地開庁71周年記念行事
第11旅団創立17周年記念行事第11旅団創立17周年記念行事

米軍との共同戦闘

行進訓練

米軍との現地調整

指揮所

迫撃砲非実射訓練

潜入訓練

訓練間の食事

ストックを利用した射撃

　

連
隊
は
、
１
月
30
日（
木
）か

ら
２
月
10
日（
月
）ま
で
真
駒
内

駐
屯
地
及
び
北
海
道
大
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
Ｎ
Ｗ
25
に
参
加

し
た
。

　

本
訓
練
の
目
的
は
積
雪
寒
冷

地
に
お
け
る
作
戦
遂
行
能
力
・

戦
術
技
量
及
び
相
互
運
用
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
任
務

遂
行
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
あ
り
、「
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
サ

ム
ラ
イ
」と
い
う
作
戦
名
の
も

と
、
機
能
別
訓
練
、
総
合
訓
練

及
び
文
化
交
流
等
に
よ
り
全
期

間
を
通
じ
て
部
隊
交
流
・
意
思

疎
通
・
共
同
訓
練
の
場
を
追
求

し
た
こ
と
に
よ
り
日
米
間
の
相

互
理
解
、
連
隊
と
米
陸
軍
と
の

作
戦
戦
闘
の
実
効
性
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
多
大
な
成
果
と

教
訓
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
同
時
に
冬
季
訓
練
検
閲
を

受
閲
し
、
上
級
部
隊
か
ら
与
え

ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

特
に
隊
員
の
英
語
練
度
に
つ

い
て
は
、
年
度
当
初
か
ら
語
学

能
力
及
び
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
が
実
り
、
作
戦
間
に

お
い
て
も
臆
す
る
こ
と
な
く
円

滑
に
意
思
の
疎
通
を
図
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

Ｎ
Ｗ
26
参
加
等
も
見
据
え
、

本
訓
練
で
得
た
経
験
や
教
訓
を

活
か
し
、
引
き
続
き
英
語
力
、

冬
季
に
お
け
る
各
種
行
動
能
力

の
向
上
を
図
る
。

米陸軍との実動訓練（ＮＷ25）米陸軍との実動訓練（ＮＷ25）
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連
隊
は
、
５
月

22
日（
木
）か
ら
５

月
27
日（
火
）ま
で

の
間
、
北
海
道
大

演
習
場
島
松
地
区

に
お
い
て「
令
和

７
年
度
総
合
戦
闘

射
撃
」を
実
施
し

た
。

　

本
訓
練
の
目
的

は
、
普
通
科
連
隊

基
幹
に
よ
る
防
御

を
想
定
し
た
総
合

戦
闘
射
撃
を
実
施

し
諸
職
種
部
隊
の

統
合
さ
れ
た
火
力

発
揮
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

各
中
隊
は
、
協

同
部
隊
と
の
綿
密

な
調
整
に
よ
り
、

総
合
戦
闘
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る

と
と
も
に
各
射
手

は
一
発
必
中
の
信

念
を
持
っ
て
任
務

を
完
遂
し
た
。

　

連
隊
は
、
２
月
13
日（
木
）か
ら
４
月
23
日（
水
）ま
で
の
間
、「
旅
団
部

隊
格
闘
指
導
官
養
成
集
合
訓
練
」を
担
任
し
た
。

　

格
闘
指
導
官
を
目
指
す
被
教
育
者
は
、
教
官
・
助
教
の
熱
意
あ
ふ
れ

る
指
導
を
受
け
、
忍
耐
力
と
精
神
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
格
闘

指
導
官
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
術
を
修
得
し
た
。　
　

　

修
了
式
で
部
隊
格
闘
指
導
官
徽き

章
を
受
け
取
っ
た
13
名
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
隊
で
知
識
及
び
技
術
を
普
及
し
、
部
隊
の
精
強
化
に
寄
与
す
る
。

　

連
隊
は
、
３
月
７
日（
金
）北
海
道
大
演

習
場
西
岡
地
区
に
お
い
て
、
連
隊
冬
季
戦

技
競
技
会
を
実
施
し
た
。

　

本
競
技
は
、
ス
キ
ー
滑
走
、
か
ん
じ
き
、

ア
キ
オ
曳
行
の
走
法
が
あ
り
、
リ
レ
ー
方

式
で
各
中
隊
対
抗
で
行
っ
た
。

　

各
中
隊
は
、
日
頃
か
ら
の
練
成
成
果
を

発
揮
し
団
結
し
て
競
い
合
い
、
本
部
管
理

中
隊
が
見
事
優
勝
し
た
。

　

連
隊
は
、
６
月
24
日

（
火
）か
ら
６
月
26
日（
木
）

ま
で
の
間
、
然
別
演
習
場

に
お
い
て
、「
81
ｍｍ
迫
撃

砲
Ｌ
16
射
撃
、
１
１
０
ｍｍ

個
人
携
帯
対
戦
車
弾
及
び

実
爆
訓
練
」を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
に
参
加
し
た
隊

員
は
、
各
級
指
揮
官
の
適

切
な
命
令
・
号
令
に
よ
る

整
斉
な
行
動
を
行
い
、
各

分
隊
の
射
撃
練
度
、
迫
撃

砲
夜
間
射
撃
に
お
け
る

照
明
弾
下
の
観
測
訓
練
に

よ
り
夜
間
の
火
力
要
求
能

力
、
障
害
処
理
能
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

０１式対戦車誘導弾

教官・助教の集合写真

総合訓練

認定試験

アキオ曳行

優勝した本部管理中隊

重機関銃

小銃小隊

１２０ｍｍ迫撃砲

８１ｍｍ迫撃砲

施設作業小隊

実爆訓練

１１０ｍｍ個人携帯対戦車弾

８１ｍｍ迫撃砲射撃

総
合
戦
闘
射
撃

総
合
戦
闘
射
撃

連
隊
火
砲
射
撃
・
実
爆
等
訓
練

旅
団
格
闘
指
導
官
養
成
集
合
訓
練

冬
季
戦
技
競
技
会

連隊行事予定
 8 月30日
10月  5 日
12月 中 旬

月寒忠霊塔慰霊祭
連隊７１周年記念行事
連隊年末行事
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３
月
28
日（
金
）か
ら
６
月
28
日（
土
）ま
で
の
間
、
自
衛
官
候
補
生
課
程
を
第
１
普

通
科
中
隊
が
担
任
し
た
。

　

自
衛
官
候
補
生
は
、
自
衛
官
に
な
る
た
め
の
基
礎
的
教
育
訓
練
を
約
３
カ
月
に
わ

た
り
実
施
し
、
入
隊
前
と
比
べ
、
逞
し
く
成
長
し
た
。
自
衛
官
候
補
生
課
程
を
修
了

し
た
自
衛
官
候
補
生
は
、
新
た
な
任
地
に
異
動
し
、 

２
等
陸
士
と
し
て
、
引
き
続
き

約
３
カ
月
の
教
育（
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
）が
行

わ
れ
る
。
教
育
間
で
得
た
知
識
・
体
力
・
精
神
力
・
同
期
と
の
絆
を
も
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
任
地
に
旅
立
っ
た
。

　

連
隊
最
先
任
上
級
曹
長
は
、
５
月
16
日（
金
）か
ら
５

月
22
日（
木
）ま
で
の
間
、
真
駒
内
駐
屯
地
内
に
お
い
て

「
令
和
７
年
度
基
本
・
基
礎
訓
練
」を
実
施
し
た
。

　

被
教
育
者
は
、
本
訓
練
で
修
得
し
た
戦
闘
教
練
の
知

識
と
技
能
に
つ
い
て
今
後
、各
中
隊
の
隊
員
に
普
及
し
、

連
隊
の
戦
闘
戦
技
能
力
の
向
上
を
目
指
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 　

本
部
管
理
中
隊
は
、
４
月
７
日（
月
）か
ら
４
月
11
日（
金
）ま
で
の
間
、「
資
材
運

搬
車
集
合
訓
練
」を
担
任
し
た
。
資
材
運
搬
車
と
は
、
弾
薬
や
築
城
資
材
な
ど
の

不
整
地
で
の
局
地
輸
送
に
使
用
さ
れ
、
部
隊
の
任
務
達
成
に
必
要
不
可
欠
な
車
両

で
あ
る
。

　

本
集
合
訓
練
に
お
い
て
資
材
運
搬
車
に
つ
い
て
の
知
識
や
基
本
的
な
操
縦
法
を

学
ん
だ
被
教
育
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍
出
来
る
よ
う
に
練
度
を
積
み
重
ね

て
い
く
。

 　

連
隊
は
、
５
月
15
日（
木
）か
ら
５
月
22
日（
木
）ま
で
の
間
、「
令
和
７
年
度
連
隊

ド
ロ
ー
ン
操
作
訓
練
」を
実
施
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
基
礎
知
識
及
び
基
本
・

応
用
操
作
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
た
被
教
育
者
は
、
引
き
続
き
練
度
向
上
に
努
め
る

と
と
も
に
、
指
導
者
要
員
と
し
て
各
中
隊
の
隊
員
に
普
及
し
、
連
隊
の
ド
ロ
ー
ン
操

作
技
術
の
向
上
を
目
指
す
。

　

連
隊
は
、
５
月
９
日（
金
）か
ら
５
月
16
日（
金
）ま
で

の
間
、
演
習
場
春
季
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。

　

本
演
習
場
整
備
は
、
弾
着
地
の
不
発
弾
捜
索
・
野
焼

き
、
道
路
・
側
溝
の
整
備
、
有
明
戦
闘
射
場
及
び
第
三

基
本
射
場
の
施
設
整
備
を
担
任
し
、
一
件
の
事
故
も
な

く
無
事
に
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
し
た
。
ま
た
同
時

期
に
連
隊
炊
事
練
成
を
行
い
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
揚
げ
パ
ン
及
び
蒸
し
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
、
と
て
も

美
味
し
く
仕
上
げ
る
事
が
出
来
た
。

　

引
き
続
き
炊
事
能
力
の
向
上
に
努
め
る
。

車両の警戒行動揚げパン調理 蒸しパン調理

分隊の対敵行動

資材運搬車の積載目視外飛行訓練

射場整備

ブリーフィング

揚重機操作訓練ドローン操作訓練

野焼き

自
衛
官
候
補
生
課
程

自
衛
官
候
補
生
課
程

連
隊
基
本
基
礎
訓
練

資
材
運
搬
車
集
合
訓
練

連
隊
ド
ロ
ー
ン
操
作
訓
練

演
習
場
春
季
定
期
整
備

戦闘訓練総合 小銃射撃

２５ｋｍ行進 修了式

3 第 　　号 令和 年 月 日第18普通科連隊「もくれん」102 7 7 1



　

連
隊
は
、
５
月
18
日（
日
）に
札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
札
幌
市
真
駒
内
か
ら
国
立
公
園
支
笏

湖
ま
で
を
歩
く
民
間
イ
ベ
ン
ト「
第
48
回
北
海
道
を
歩
こ
う
」に
お
い
て
、
給
水
支
援
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
イ
ベ
ン
ト
中
に
雨
天
と
な
っ
た
が
、
約
１
０
０
０
名
の
応
募
者
が
参
加
し
、
連
隊
が
コ
ー
ス
上
の
休
憩

地
点
に
水
ト
レ
ー
ラ
で
準
備
し
た
水
は
、
参
加
者
の
飲
用
や
う
が
い
等
に
利
用
さ
れ
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
活
力
と

な
っ
た
。	

　

陸
上
自
衛
隊
の
隊
員
及
び
装
備
品
等
を
間
近
で
見
て
も
ら
っ
た
り
、
触
れ
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
広
報

効
果
の
獲
得
に
も
繋
が
っ
た
。

　

連
隊
は
、
６
月
21
日（
土
）に
真
駒
内
駐
屯
地
着
陸
場
に
お
い
て
、
航

空
機
体
験
搭
乗
を
実
施
し
た
。

　

関
係
団
体
の
方
々
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
及
び
高
校
生
等
が
参
加
し
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー（
Ｕ
Ｈ–

１
Ｊ
）に
搭
乗
し
た
。

　

札
幌
市
上
空
を
自
衛
隊
機
に
て
飛
行
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
よ
り
自

衛
隊
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
た
。

　

連
隊
は
、
５
月

17
日（
土
）か
ら

５
月
18
日（
日
）

ま
で
の
間
、
滝
野

す
ず
ら
ん
公
園

で
行
わ
れ
た「
た

き
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ピ
ク
ニ
ッ
ク

２
０
２
５
」に
お

い
て
、
軽
装
甲
機

動
車
と
偵
察
用

オ
ー
ト
バ
イ
の
装

備
品
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
園
内
の

花
々
が
見
頃
を
迎

え
る
な
か
、
多
く

の
方
々
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。
本
イ

ベ
ン
ト
の
支
援
を

し
た
隊
員
は
、
来

場
者
と
交
流
す
る

良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

連
隊
は
、
２

月
４
日（
日
）に

白
旗
山
競
技
場

周
辺
で
行
わ
れ
た

「
第
44
回
札
幌
国

際
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」を
支
援

し
、
大
会
の
成
功

に
貢
献
し
た
。
支

援
内
容
は
、
各
関

門
で
使
用
さ
れ
る

天
幕
設
営
と
人
員

輸
送
で
あ
り
、
主

催
者
や
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し

て
実
施
し
た
。
大

会
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
、
国
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が

参
加
し
各
々
に
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
を
楽
し
ん

だ
。

　

連
隊
は
、
６
月
10
日（
火
）か
ら
６
月
12

日（
木
）の
間
、
北
ガ
ス
フ
レ
ア
ス
ト
と
北

ガ
ス
フ
レ
ア
ス
ト
北
の
新
入
社
員
21
名
に

対
し
、
隊
内
生
活
体
験
を
実
施
し
た
。

　

入
隊
者
は
着
隊
し
、
早
速
着
慣
れ
な
い

迷
彩
服
に
身
を
包
み
、
緊
張
し
な
が
ら
も

入
隊
式
に
臨
ん
だ
。
基
本
教
練
で
は
、
当

初
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
で
あ
っ
た
が
、
次

第
に
節
度
あ
る
動
作
に
変
わ
り
、
自
衛
隊

の
規
律
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
徒
歩
行
進

体
験
で
は
、
慣
れ
な
い
装
備
で
高
低
差
の

大
き
い
演
習
場
内
を
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
全
員
が
完
歩
し
た
。
そ
の
他
、
救
急
法

や
史
料
館
見
学
等
も
実
施
し
た
。

　

駐
屯
地
内
外
で
各
種
訓
練
体
験
を
し
た

新
入
社
員
た
ち
は
普
段
と
は
異
な
る
環
境

下
で
寝
食
を
共
に
し
た
社
員
同
士
の
絆
も

い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
。
連
隊
は
、
引
き
続

き
地
域
と
連
携
し
て
い
く
。

航空機搭乗

UH-1J の前で記念写真

第１１飛行隊による安全教育

水トレーラーを利用する参加者

スポーツ協会と連携し準備

水トレーラの設置

担架搬送天幕設営

偵察用オートバイ

一斉スタート

軽装甲機動車

雪上車による人員輸送

行進訓練救急法実習

基本教練

北海道を歩こう支援北海道を歩こう支援

たきのアウトドアピクニック２０２５支援たきのアウトドアピクニック２０２５支援

札幌国際スキーマラソン支援札幌国際スキーマラソン支援

隊内生活体験隊内生活体験

航
空
機
体
験
搭
乗

航
空
機
体
験
搭
乗
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自
衛
隊
協
力
会
は
、
自
衛
隊
の
活
動
を
理
解
し
協
力
す
る
と
と
も
に
、

駐
屯
地
等
自
衛
隊
施
設
の
見
学
や
定
期
総
会
等
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
構
成
は

各
地
域
毎
に
分
か
れ
、
道
内
の
様
々

な
駐
屯
地
、
航
空
基
地
等
に
足
を
運

び
、
駐
屯
地
で
の
史
料
館
の
見
学
を

始
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
車
両
等
の

体
験
搭
乗
及
び
隊
員
食
堂
で
の
喫
食

等
、様
々
な
視
点
か
ら
見
学
を
し
て
、

自
衛
隊
の
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
る
。
入
会
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
本
紙
８
面
参
照

　

隊
友
会
は
、
国
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
、
陸
・
海
・
空
の

自
衛
隊
退
職
者
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
、
防
衛
及
び
防
災
関
連

諸
業
務
に
対
す
る
各
種
協
力
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
、
殉
職
隊
員
及
び

戦
没
者
等
の
慰
霊
顕
彰
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
活
動

等
を
行
っ
て
い
る
。
隊
友
会
真
駒
内
支
部
は
、
公
益
社
団
法
人「
隊
友
会
」

の
一
地
域
支
部
で
、
支
部
長
の
中
神
哲
二
氏
以
下
、
真
駒
内
・
澄
川
に

居
住
す
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
約
１
６
０
名
の
会
員
を
も
っ
て
組
織

さ
れ
、
真
駒
内
駐
屯
地
所
属
部
隊
に

対
す
る
支
援
協
力
や
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
第
18

普
通
科
連
隊
と
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
と
な
っ
て
、
相
互
に
連
携
し
て
い

る
。

　

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
の
雪
像
制

作
期
間
中
に
お
い
て
は
制
作
隊
へ
の

激
励
を
し
て
い
た
だ
く
等
、
精
力
的

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
５
月

18
日（
日
）に
は
、
懇
親
会
を
行
い
、

さ
ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。

「
令
和
６
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
３
等
陸
佐

　

鷲
津　

浩
文　
（
伊　

丹
・
中
方
総
監
部
防
衛
部
へ
）

◇
１
等
陸
尉

　

角　

雄
治　
　
（
富　

士
・
富
士
学
校
へ
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

長
岡　

正
樹　
（
倶
知
安
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）　

◇
１
等
陸
曹

　

大
石　

良
輔　
（
横
須
賀
・
防
衛
大
学
校
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

長
崎　

演
寛　
（
真
駒
内
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）

　

金
本　

義
信　
（
海
田
市
・
第
46
普
通
科
連
隊
へ
）

　

澤
田　

真
一　
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
曹

　

出
川　

隆
志　
（
幌　

別
・
幌
別
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　

北
田　

隆
彦　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

上
川　

浩
史　
（
市
ヶ
谷
・
中
央
業
務
支
援
隊
へ
）

　

田
澤　

真
貴　
（
弘　

前
・
第
39
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

山
尾　

真　
　
（
山　

口
・
第
17
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

清
水
目　

淳　
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
体
育
学
校
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

本
間　

諒
太　
（
旭　

川
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）

　

木
村　

元
樹　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

川
本　

清
孝　
（
帯　

広
・
第
52
普
通
科
連
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

能
戸　

一
茂　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
へ
）

「
令
和
７
年
度
前
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
１
等
陸
尉

　

西　

敬
寛　
　
（
え
び
の
・
第
24
普
通
科
連
隊
へ
）　

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
准
陸
尉

　

山
下　

弘
美　
（
札　

幌
・
札
幌
地
方
協
力
本
部
へ
）

◇
陸
曹
長

　

後
藤　

将
文　
（
前
川
原
・
幹
部
候
補
生
学
校
へ
）

◇
１
等
陸
曹

　

清
野　

広
大　
（
勝　

田
・
施
設
教
導
隊
へ
）

◇
３
等
陸
曹

　

横
山　

敬
靖　
（
那　

覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
曹　

　

鍵
村　

昌
彦　
（　

呉　

・
し
も
き
た
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

小
野
寺　

真
司（
所　

沢
・
防
衛
医
科
大
学
校
へ
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉

　

三
島　

康
弘　
（
札　

幌
・
北
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
へ
）

◇
陸
曹
長　

　

山
本　

政
人　
（
真
駒
内
・
第
１
２
０
教
育
大
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

石
川　

和
也　
（
八　

戸
・
第
38
普
通
科
連
隊
へ
）

　

関
澤　

良
太　
（
美　

幌
・
第
６
即
応
機
動
連
隊
へ
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉

　

橋
本　

光
弘　
（
健　

軍
・
西
部
方
面
総
監
部
人
事
部
へ
）

◇
３
等
陸
尉

　

飯
田　

敏
基　
（
札　

幌
・
警
務
隊
へ
）

◇
２
等
陸
曹

　

小
出　

明
生　
（
市
ヶ
谷
・
中
央
業
務
支
援
隊
へ
）

　

板
倉　

弘
幸　
（
富　

士
・
富
士
学
校
へ
）

　

田
嶋　

一
平　
（
宮
古
島
・
宮
古
警
備
隊
へ
）

「
令
和
６
年
度
後
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
３
等
陸
佐

　

佐
藤　

達
紀　
（
市
ヶ
谷
・
陸
上
幕
僚
監
部
監
理
部
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
陸
曹
長

　

高
黒　

健
吾　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

坂
口　

円　
　
（
富　

士
・
装
備
実
験
隊
か
ら
）

　

廣
瀬　

香
菜
子（
東
千
歳
・
第
11
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

田
中　

充　
　
（
那　

覇
・
第
51
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

吉
田　

優　
　
（
習
志
野
・
陸
上
総
隊
付
隊
か
ら
）

◇
陸
士
長

　

清
水　

凛　
　
（
板　

妻
・
第
34
普
通
科
連
隊
か
ら
）　

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
３
等
陸
佐

　

根
岸　

英
世　
（
富　

士
・
富
士
学
校
付
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

大
井　

一
貴　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

　

角
田　

稜　
　
（
真
駒
内
・
自
衛
隊
体
育
学
校
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

長
澤　

淳
嗣　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉

　

高
地　

邦
裕　
（
滝
ケ
原
・
普
通
科
教
導
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

柳
本　

宗
雄　
（
十　

条
・
補
給
統
制
部
か
ら
）

　

宮
川　

貴
行　
（
旭　

川
・
第
52
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

飯
塚　

康
平　
（
松　

本
・
第
13
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

三
本
松　

祐
輝（
函　

館
・
第
28
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉　

　

藤
井　

信
次　
（
高　

田
・
第
２
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
１
等
陸
曹

　

原
田　

勝
幸　
（
真
駒
内
・
真
駒
内
業
務
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

菊
地　

直
史　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹

　

坂
本　

春
樹　
（
武　

山
・
第
31
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
陸
士
長

　

藤
澤　

廉　
　
（
滝　

川
・
第
10
即
応
機
動
連
隊
か
ら
）

「
令
和
７
年
度
前
期
」

【
連
隊
本
部
】

◇
杉
村　

晶
司　
（
滝　

川
・
第
10
即
応
機
動
連
隊
か
ら
）

【
本
部
管
理
中
隊
】

◇
３
等
陸
曹

　

加
野　

利
尚　
（
久　

居
・
第
33
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

三
浦　

帆
乃
佳（
八　

戸
・
第
５
高
射
特
科
群
か
ら
）

◇
陸
士
長　

　

立
野　

仗　
　
（
福　

島
・
第
44
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

齋
藤　

未
来
希（
練　

馬
・
第
１
後
方
支
援
連
隊
か
ら
）

【
第
１
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

坂
本　

真
也　
（
相　

浦
・
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹　

　

江
口　

皓
一　
（
山　

口
・
第
17
普
通
科
連
隊
か
ら
）

【
第
２
普
通
科
中
隊
】

◇
２
等
陸
曹

　

中
里　

歩　
　
（
信
太
山
・
第
37
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

板
垣　

翔
太　
（
山　

口
・
第
17
普
通
科
連
隊
か
ら
）

◇
３
等
陸
曹　

　

今
本　

翔
麻　
（
滝
ケ
原
・
普
通
科
教
導
連
隊
か
ら
）

【
第
３
普
通
科
中
隊
】

◇
１
等
陸
尉　

　

坪　

拓
真　
　
（
東
千
歳
・
第
７
後
方
支
援
連
隊
か
ら
）

◇
２
等
陸
曹

　

山
口　

徹　
　
（
新
発
田
・
第
30
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

高
島　

輝　
　
（
東
千
歳
・
第
１
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

　

い
っ
ぱ
ち
会
は
、
旅
団
友
の
会
に
入
会
し「
一
日
体
験
入
隊
」さ
れ
た

方
々
で
構
成
さ
れ
、
会
員
相
互
の
切
磋
琢
磨
・
情
報
交
換
及
び
親
和
団

結
を
深
め
る
と
と
も
に
、
連
隊
と
密
に
連
携
し
て
自
衛
隊
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
名
誉
会
長
の
川
村
昭
範
氏
、
会
長
の
中
崎
義

昭
氏
の
他
34
名
で
日
々
精
力
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

連
隊
の
各
種
競
技
会
、
訓
練
隊
へ

の
激
励
の
ほ
か
、
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ

り
会
場
に
お
け
る
雪
像
制
作
隊
へ
の

激
励
、
連
隊
創
立
記
念
行
事
へ
の
参

加
等
、
年
間
を
通
じ
連
隊
に
寄
り
添

う
支
援
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ほ
か
、
今
年
の
６
月
５
日（
木
）に

は
、懇
親
会
を
開
催
し
、連
隊
と
い
っ

ぱ
ち
会
の
懇
親
を
深
め
た
。

　

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会
は
、
第
18
普
通
科
連
隊
に
所
属
し
定
年
さ
れ
た
方
々

で
構
成
さ
れ
、
会
長
は
第
22
代
副
連
隊
長
で
あ
る
鷲
澤　

洋
一
郎
氏
が

務
め
る
。
会
員
数
は
約
１
５
０
名
で
あ
り
、
活
動
内
容
は
定
期
総
会
、

年
２
回
の
本
機
関
紙「
も
く
れ
ん
」の
発
行
、
連
隊
創
立
記
念
行
事
へ
の

参
加
、
連
隊
の
各
種
訓
練
・
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
及
び
訓
練
隊
へ
の
激

励
等
に
よ
り
、
連
隊
を
温
か
く
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
融
和
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
訓
練
見
学
会
や
懇
親
会
な
ど
を
実
施

し
て
お
り
、
今
年
の
７
月
12
日（
土
）に
も
懇
親
会
を
開
催
し
て
連
隊
と

Ｏ
Ｂ
会
の
方
々
の
さ
ら
な
る
懇
親
を
深
め
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｂ
会
は
会
独

自
に
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
に
対
し
佐
官
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
立
て
た

識
別
帽
を
贈
呈
す
る
等
、
会
員
相
互
に
お
い
て
も
親
密
な
関
係
を
構
築

し
て
い
る
。

　

札
幌
自
衛
隊
家
族
会
は
、
自
衛
隊

員
の
活
動
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も

積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
活
発
な

組
織
で
あ
る
。
家
族
会
会
報
誌「
お

や
ば
と
」や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
、
隊

内
生
活
体
験
、
自
衛
官
候
補
生
課
程

入
隊
式
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
活
動
を
支

え
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

6者合同新年会

懇親会

連隊を力強く支える各協力団体の紹介

自
衛
隊
協
力
会

隊
友
会
真
駒
内
支
部

転　

出　

者

転　

入　

者

い
っ
ぱ
ち
会

も
く
れ
ん
Ｏ
Ｂ
会

札
幌
自
衛
隊
家
族
会
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��

鈴木花澤中山（陸自OB）蛭田（陸自OB） オンライン面談・個別相談会開催中

株式会社 モノミテラス/ 西区西野4条10丁目8ｰ1 

◇DENBA Health 取次店◇ケガ・頭痛・腰痛・関節痛の方へ 陸自18i, 3i, cwct, 1Abn出身
川田：080-6081ｰ3789

輸入グランピングドーム＆バレルサウナ施工/販売

検　索 【公式】札幌グランピング ヴィラ・カルタ

バレルサウナ  全長2.4m×幅2.1mのLLタイプ
mononofu sauna

本州通販の狭小なタイプと違います。
DIYでも作れると思うので、その場合
組立てを懇切丁寧にご教示いたします。
※コツ解説資料も準備

薪ストーブ付きDIYキット
2台以上の協同購入で税抜97.9万円
・アスファルトシングル防水屋根材:9万円  
・薪ストーブ（2重煙突・ストーン付き）: 20万円
・弊社が保護塗料塗布、断熱施工組立ての場合: 36万円

１０月/定山渓ショールーム開設予定！
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自衛隊札幌病院すぐそば
お好きな建築会社をお選びいただけます。

万円販売価格：

札幌市南区真駒内本町３丁目５－８にて検索！
土地面積：46.63坪
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会員数は
約２,０００名、
全市で約７０団体
あります。

YouTube

InstagramFacebook

連隊ホームページ

18連SNS続々更新中！
ぜひご覧ください！
18連SNS続々更新中！
ぜひご覧ください！

〒063-0830 札幌市西区発寒10条12丁目1-54 TEL（011）669-3915  FAX（011）669-3916
株式会社 横山プリントサービス社

Design
Editing
Printing

斬新な美を追求し、

確実に情報を伝え、

思いどおりを型に。

Photo GalleryPhoto Gallery
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